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(4) 地形及び地質の状況 

 1) 国立公園、国定公園、県立自然公園、県自然環境保全地域等の分布 

対象事業実施区域及びその周囲の自然公園指定状況は、表 4-2-1-54 及び図 4-2-1-11 に示

すとおりであり、国定公園として飛騨木曽川国定公園の一部、県立自然公園として恵那峡県

立自然公園の全部、胞山県立自然公園の一部が指定されている。なお、国立公園、自然環境

保全地域の指定はない。 

 

 

表 4-2-1-54 対象事業実施区域及びその周囲における自然公園の指定状況 

                                        （平成 24年 3月末現在） 

区分 公園名 地域 公園の特性 
面積 

（ha） 

県土面積に 

対する比率

（%） 

国定公園 飛騨木曽川

瑞浪市、恵那市、美濃加

茂市、各務原市、可児市、

下呂市、坂祝町、川辺町、

七宗町、八百津町、御嵩

町、白川町（岐阜、愛知）

木曽川、飛騨川沿い

の奇岩、峡谷美 

14,413 

（18,075） 
1.4 

県立自然公園 

恵那峡 中津川市、恵那市 
恵那峡を中心とす

る峡谷美 
1,505 0.1 

胞山 中津川市、恵那市 
高原、湖が一体とな

った自然景観美 
5,027 0.5 

注 1.面積欄中の（ ）内は公園の全面積を示す。 

資料：「環境白書（平成 24 年）」（平成 24 年 11 月、岐阜県） 

 

 

 

 

 



0 1 20.5
km

1:50,000





0 1 20.5
km

1:50,000





0 1 20.5
km

1:50,000





0 1 20.5
km

1:50,000





 

4-2-1-100 

 2) 重要な地形及び地質の状況 

対象事業実施区域及びその周囲の重要な地形及び地質は、図 4-2-1-11に対象事業実施区域

及びその周囲におけるすぐれた自然のうち、地形・地質・自然現象を表 4-2-1-55 に、「日本

の地形レッドデータブック」に記載されている地形・地質を表 4-2-1-56 に、文化財保護法に

規定する地形・地質に係る天然記念物を表 4-2-1-57 に示す。 

対象事業実施区域及びその周囲には、蝕地形や化石産地、断層変位地形等が存在する。ま

た、国指定名勝天然記念物が1件、国指定天然記念物が1件、県指定天然記念物が1件、市指

定天然記念物が 3件の計 6件が指定されている。 

 

表 4-2-1-55 対象事業実施区域及びその周囲における 

「岐阜県のすぐれた自然」の地形・地質・自然現象 

番号 地域 内容 

14 瑞浪市、御嵩町 蝕地形 

15 瑞浪市 化石産地 

17 土岐市 壷石産出地 

18 恵那市 水蝕岩形 
注 1.表中の番号は、資料図書において使用しているものを記載した。 

資料：「第 1回自然環境保全基礎調査 岐阜県すぐれた自然図」（昭和 51 年、環境庁） 

 

表 4-2-1-56 対象事業実施区域及びその周囲における 

「日本の地形レッドデータブック」の地形・地質 

行政区分 カテゴリー 保存すべき地形 地形の特性 
選定基準 

（注 1） 

ランク 

（注 2） 
保全状況 

恵那郡坂下町 

恵那郡川上村 

付知町 

加子母村 

（現：中津川市） 

I（変動地形） 
坂下町の 

阿寺断層 

新期断層 

変位地形 
② C 指定なし 

注 1.選定基準 

    ①：日本の地形を代表する典型的かつ希少、貴重な地形。 

    ②：①に準じ、地形学の教育上重要な地形もしくは地形学の研究の進展に伴って新たに注目したほうがよい 

        と考えられる地形。 

    ③：多数存在するが、なかでも典型的な形態を示し、保存することが望ましい地形。 

    ④：動物や植物の生息地として重要な地形。 

注 2.ランク 

    A：現在の保存状態がよく、今後もその継続が求められる地形。 

    B：現時点で低強度の破壊を受けている地形。今後、破壊が継続されれば消滅が危惧される地形。 

    C：現在著しく破壊されつつある地形。また、大規模開発計画などで破壊が危惧される地形。 

    D：重要な地形でありながら、すでに破壊されて、現存しない地形。 

        

資料：「日本の地形レッドデータブック 第 1集 新装版-危機にある地形-」 

（平成 12 年 12 月、小泉武栄、青木賢人） 

   「日本の地形レッドデータブック 第 2集 -保存すべき地形-」 

（平成 14 年 3 月、小泉武栄、青木賢人） 
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表 4-2-1-57 対象事業実施区域及びその周囲における 

文化財保護法の天然記念物（地形・地質） 

№ 区分 名称 所在地 指定年月日 

1 
国指定 

名勝天然記念物 
鬼岩 

可児郡御嵩町次月、 

瑞浪市日吉町長作洞 
昭和 9年 1月 22 日 

2 国指定 

天然記念物 

傘岩 恵那市大井町奥戸 昭和 9年 1月 22 日 

3 美濃の壺石 土岐市土岐津町土岐口西山 昭和 9年 1月 22 日 

4 
県指定 

天然記念物 

紅岩 中津川市蛭川若山 昭和 37 年 2月 12 日 

5 明世化石 
瑞浪市明世町、松ヶ瀬町、 

薬師町全域 
昭和 32 年 3月 25 日 

6 

市指定 

天然記念物 

瑞浪化石産地 

瑞浪市日吉町本郷、南垣外、宿・宿洞・

半原、土岐町一日市場・木ノ暮・鶴城・

桜堂・清水 

昭和 30 年 11 月 6 日 

7 丸山神社のふな岩 中津川市苗木 3342 昭和 46 年 10 月 28 日

8 日吉川甌穴群 
瑞浪市明世町山野内字三ツ岩、 

字西山、明世町月吉字堀田 
昭和 63 年 3月 16 日 

資料：「岐阜県文化財図録」（平成 25 年 6月現在、岐阜県ホームページ） 

   「平成 24 年度版中津川市統計書」（平成 25 年 6月現在、中津川市ホームページ） 

   「中津川市の天然記念物」（平成 20 年 12 月 14 日、中津川市鉱物博物館） 

   「平成 24 年版恵那市統計書」（平成 25 年 6月現在、恵那市ホームページ） 

「恵那市の文化財改訂版」（昭和 55 年 3月、恵那市教育委員会） 

   「平成 24 年版瑞浪市統計書」（平成 25 年 6月現在、瑞浪市ホームページ） 

   「瑞浪市の文化財」（平成 16 年 3月、瑞浪市教育委員会） 

   「図録御嵩町の文化遺産」（平成 15 年 3月、御嵩町教育委員会） 

   「土岐市の文化財」（平成 5年 3月、土岐市教育委員会） 

   「土岐市文化財一覧」（平成 25 年 6月現在、土岐市ホームページ） 

   「可児市の指定文化財」（平成 25 年 6 月現在、可児市ホームページ） 

   「多治見の文化財（改定第 8版補訂版）」（平成 21 年 1月、多治見市教育委員会） 
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 3) 沿線地域の地形、地質 

 ア．地 形 

対象事業実施区域及びその周囲の地形分類図を図 4-2-1-12 に示す。 

対象事業実施区域及びその周囲には、長野県との県境西側を境に、東に阿寺山地、西に美

濃高原が広がる。美濃高原は、中津川市、恵那市、瑞浪市、御嵩町、土岐市、可児市及び多

治見市にまたがる起伏丘陵地が分布している。丘陵地内では、北側に木曽川、南側に庄内川

（土岐川）が東北東から西南西へ蛇行しながら流下し、これら川沿いに盆地が分布している。

盆地内では砂礫台地段丘（低位段丘）が河川沿いに形成されており、中津川市及び恵那市の

盆地には扇状地性低地が広く分布している。 





ð ï îðòë
µ³

ïæëðôððð





ð ï îðòë
µ³

ïæëðôððð





ð ï îðòë
µ³

ïæëðôððð





ð ï îðòë
µ³

ïæëðôððð









 

4-2-1-114 

 イ．地 質 

対象事業実施区域及びその周囲の表層地質を図 4-2-1-13 に示す。 

対象事業実施区域及びその周囲の表層地質は、伊奈川花崗岩、苗木花崗岩、土岐花崗岩、

濃飛流紋岩類及び美濃帯堆積岩類が基盤岩を構成し、それらを不整合に覆って新第三紀中新

世の瑞浪層群、新第三紀鮮新世の瀬戸層群が分布している。伊奈川花崗岩は、中津川市東部

に分布し、角閃石黒雲母花崗閃緑岩で構成されている。苗木花崗岩は、中津川市及び恵那市

に分布し、主に黒雲母花崗岩で構成されている。土岐花崗岩は、瑞浪市、御嵩町、可児市及

び多治見市に分布し、角閃石黒雲母花崗閃緑岩で構成されている。伊奈川花崗岩、苗木花崗

岩及び土岐花崗岩は、いずれも中生代白亜紀末にマグマの併入によって生成されたものであ

る。濃飛流紋岩類は、中津川市、恵那市及び瑞浪市に分布し、流紋岩、石英安山岩及び溶結

凝灰岩を主体とする流紋岩質岩石で構成されている。美濃帯堆積岩類は、主に瑞浪市、御嵩

町、可児市及び多治見市に分布し、チャート、砂岩、粘板岩及びこれらの互層で構成されて

いる。その内、粘板岩を主体とする地層には、黄鉄鉱が含まれている可能性がある。瑞浪層

群（御嵩～可児地域では可児層群と呼ばれている）は瑞浪市、御嵩町、可児市及び多治見市

に分布し、礫岩、砂岩、泥岩、凝灰岩、凝灰質砂岩、凝灰質泥岩、夾炭砂岩などで構成され

ている。瑞浪層群の堆積物は、基底部から上方に向かって淡水成、汽水成、海成へと変化し

ており、瑞浪層群堆積時代に当該地域に海域が徐々に広がっていったことを示している。瑞

浪層群の下部に分布する土岐夾炭累層、可児層群の下部に分布する可児夾炭累層（中村層）

には、褐炭層が頻繁に挟在している。これら夾炭累層と花崗岩との境界部分等にウラン鉱床

が存在する可能性がある。瀬戸層群はほぼ全域にわたって分布しており、下部の土岐口陶土

層（砂層、シルト層、粘土層よりなり、粘土層中には蛙目粘土や木節粘土が挟在）と上部の

土岐砂礫層（主に礫層であり、チャート、砂岩、花崗岩及び濃飛流紋岩礫などの円礫を含む）

に区分される。また、中津川市、恵那市、御嵩町、可児市及び多治見市の低地部には第四紀

更新世、完新世にまたがり河成の礫層を主体とする段丘堆積物及び氾濫原堆積物が分布して

いる。中津川市、恵那市及び瑞浪市の一部地域には、扇状地堆積物が分布する。 
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 ウ．断 層 

対象事業実施区域及びその周囲の断層を図 4-2-1-13 に示す。 

対象事業実施区域及びその周囲に分布する主要な活断層(5)は、計画路線と交差する阿寺断

層（南部）、野久保断層、赤河断層、権現山断層及び華立断層が分布する。 

阿寺断層及び野久保断層は、下呂市から中津川市加子母、付知、坂下、山口などを経て、

中津川市北東部に至る阿寺断層帯に含まれ、そのうち郡上市から中津川市北東部にかけての

延長約 60km の断層である。 新活動時期は 1586 年の天正地震であった可能性があり、平均

活動間隔は約 1,700 年であった可能性がある。東北地方太平洋沖地震後の活断層の長期評価

によると、阿寺断層帯主部の北部については、地震発生確率は 30 年以内に 6～11%とされて

いる（地震調査研究推進本部）。 

赤河断層及び権現山断層は、白川町から恵那市に至る赤河断層帯に含まれ、各断層の延長

は、赤河断層が約 24km、権現山断層が約 10km である。各断層の確実度は、どちらもⅠ（活

断層であることが確実）又はⅡ（活断層であることが推定される）、各断層の活動度は、ど

ちらも B（0.1m/1,000 年のオーダー）であるとされている（日本の活断層）。 

華立断層は、延長は約 7km、確実度はⅠ（活断層であることが確実）、活動度は B

（0.1m/1,000 年のオーダー）であるとされている（日本の活断層）。 

また、対象事業実施区域の周囲には、計画路線と交差しないが、屏風山断層、手賀野断層、

蕨平断層が分布する。 

屏風山断層、手賀野断層及び蕨平断層は、中津川市から恵那市に至る屏風山断層帯に含ま

れ、各断層の延長は、屏風山断層が約 32km、手賀野断層が約 5km、蕨平断層が約 2km である

（日本の活断層）。 新活動時期は 5 万年前以後に複数の断層活動が認められるが、個々の

活動時期は不明であり、平均活動間隔は、4,000 年～12,000 年程度であった可能性がある。

東北地方太平洋沖地震後の活断層の長期評価によると、屏風山断層帯の地震発生確率は 30

年以内に 0.2～0.7%とされている（地震調査研究推進本部）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
(5) 主要な活断層としては、地震調査研究推進本部における活断層の長期評価資料及び『日本の活断層』（活断層研究会、1991）

に記載している活断層のうち、確実度又は活動度が高いものを記載している。 
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 4) 鉱山の状況 

対象事業実施区域及びその周囲の鉱山の分布状況を表 4-2-1-58 及び図 4-2-1-14 に示す。 

 

表 4-2-1-58 対象事業実施区域及びその周囲の鉱山の分布状況 

No. 資料番号 鉱山名 鉱種名 稼行 休廃止 

1 G-2 東濃 U ○ -  

2 G-275 高山 Sn（砂錫） - ○ 

3 G-276 苗木 Sn,Fe（砂錫、砂鉄） - ○ 

4 G-280 河合 Cu,Pb,Zn - ○ 

5 G-281 烏帽子 Cu,Pb,Zn - ○ 

6 G-283 田高戸 Sb - ○ 

7 G-284 志勢津 Cu,Pb,Zn - ○ 

8 G-285 美多加 Mn - ○ 

9 G-287 久々利 Mn - ○ 

10 G-288 浅間山 Mn - ○ 

11 G-289 石原 Mn - ○ 

12 G-290 寿 Mn - ○ 

13 G-292 槇ヶ根 Mn - ○ 

14 G-293 大原 Mn - ○ 

15 G-294 高根山 Mn - ○ 

16 G-295 大通洞 Mn - ○ 

17 G-323 浅岡小名田 耐火粘土 ○ -  

18 G-324 生田 耐火粘土 ○ -  

19 G-325 悦洞 耐火粘土 ○ -  

20 G-326 奥村小名田 耐火粘土・けい石 ○ -  

21 G-327 小名田 耐火粘土 ○ -  

22 G-328 米本 耐火粘土 ○ -  

23 G-329 鳥屋根 けい石 ○ -  

24 G-331 和泉 耐火粘土 ○ -  

25 G-332 大洞 耐火粘土 ○ -  

26 G-335 かねじょう 耐火粘土 ○ -  

27 G-336 基幸 耐火粘土 ○ -  

28 G-338 神明渡辺 耐火粘土 ○ -  

29 G-339 新山万神明 耐火粘土 ○ -  

30 G-340 第二大洞 耐火粘土 ○ -  

31 G-345 山錠 耐火粘土・けい石 ○ -  

32 G-350 苗木第二 耐火粘土 ○ -  

33 G-365 ヤマカ中津川 耐火粘土 - ○ 

34 G-366 愛誠 耐火粘土 - ○ 

35 G-367 新丸悦 耐火粘土 - ○ 

36 G-368 高田 耐火粘土 - ○ 

37 G-372 椿山 けい石・長石 - ○ 

38 G-374 苗木板橋 耐火粘土、けい石 - ○ 

注 1.表中の「－」は、該当がないことを示している。 

 資料:「中部地方土木地質図解説書」（平成 4年 12 月、中部地方土木地質図編纂委員会） 
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